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第11課【2】　他国の食べ物(作文) 示された課題について作文をすること(１時間)

第1課　自己紹介(読解・作文) 示された課題について作文をすること(１時間)

第12課【2】　私の趣味(作文) 示された課題について作文をすること(１時間)

第13課【1】　パーティー(読解) 示された課題について作文をすること(１時間)

第14課【1】　季節の活動(読解) 示された課題について作文をすること(１時間)

※　主たる形態：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： 実技：

第13課【2】　パーティー計画(作文)

科目名 韓国語 読解・作文ⅠA

科目名（英） Korean Reading and Writing ⅠA

単位数 担当者

実施年度 担当者実務経験

LANGS株式会社

韓国語教師資格取得者

4単位

2023年度

時間数

実施時期

60時間

前期

示された課題について作文をすること(１時間)

第3課【2】　物の位置(作文) 示された課題について作文をすること(１時間)

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

ランス韓国語1 A, B

対象学科・学年 グローバルコミュニケーション科 (韓国語コミュニケーションコース) 1年

授業概要
ハングルの正確な読み方や書き方を学ぶ。日常生活に関する簡単で平易な文の読解と作文ができるレベルを
目指す。

学習目標
（到達目標）

第12課【1】　趣味(読解) 示された課題について作文をすること(１時間)

第8課【2】　週末の出来事(作文) 示された課題について作文をすること(１時間)

第9課【1】　約束(読解) 示された課題について作文をすること(１時間)

第2課　物の紹介(読解・作文) 示された課題について作文をすること(１時間)

第3課【1】　物の位置(読解)

目標

ハングルが正確に読める

ハングルが正確に書ける

日常生活に関する簡単な文を読んで理解できる

日常生活に関する簡単な文が書ける

示された課題について作文をすること(１時間)

授業項目・内容 授業外学修指示

第9課【2】　約束の拒絶(作文)

第7課【2】　交通手段(作文) 示された課題について作文をすること(１時間)

第8課【1】　週末の出来事(読解) 示された課題について作文をすること(１時間)

示された課題について作文をすること(１時間)

第10課【1】　道案内(読解) 示された課題について作文をすること(１時間)

第10課【2】　道案内(作文) 示された課題について作文をすること(１時間)

第11課【1】　韓国語の食堂(読解) 示された課題について作文をすること(１時間)

第6課【2】　広告(作文) 示された課題について作文をすること(１時間)

第7課【1】　交通手段(読解) 示された課題について作文をすること(１時間)

第4課【1】　日常(読解) 示された課題について作文をすること(１時間)

第4課【2】　週末計画(作文) 示された課題について作文をすること(１時間)

第5課【1】　日記(読解) 示された課題について作文をすること(１時間)

第5課【2】　スケジュール(作文) 示された課題について作文をすること(１時間)

第6課【1】　映画チケット(読解) 示された課題について作文をすること(１時間)
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履修上の注意 出席が20回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。　(2)宿題(作文)を数回実施する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

示された課題について作文をすること(１時間)

第15課【1】　旅行の計画(読解)

◎ 〇 50%

◎

示された課題について作文をすること(１時間)

第15課【2】　旅行の計画(作文) 示された課題について作文をすること(１時間)

第16課【1】　案内文(読解) 示された課題について作文をすること(１時間)

課題

授業計画

第14課【2】　季節の活動(作文)

50%

第16課【2】　公共場所(作文) 示された課題について作文をすること(１時間)
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第13課【2】(パーティー)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第14課【1】(天気)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第12課【1】(趣味)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第12課【2】(運動・楽器)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第13課【1】(プレゼント)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第10課【2】(道路)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第11課【1】(食べ物)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第11課【2】(味)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第9課【1】(約束)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第9課【2】(約束の拒絶)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第10課【1】(移動動詞)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第7課【2】(交通手段2)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第8課【1】(週末活動)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第8課【2】(時間２)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第4課【1】(一般動詞)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

テキスト・教材
参考図書

ランス韓国語1 A, B

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

第1課(国籍・職業)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第2課(教室・事務室の物)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第6課【1】(単位名詞)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第6課【2】(韓国のお金)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第7課【1】(交通手段1)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第4課【2】(曜日・基本形容詞)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第5課【1】(漢字語数字・時間１)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第5課【2】(固有語数字・日付)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

学習目標
（到達目標）

目標

日常生活で使える語彙が文書の中で使える。

基礎となる文法が正しい形で文書の中で使える。

第3課【1】(位置)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第3課【2】(場所)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

対象学科・学年 グローバルコミュニケーション科 (韓国語コミュニケーションコース) 1年

授業概要
韓国語会話の基礎となる文法・語彙を学習する。日常生活で平易な文章を作り、コミュニケーションがとれるこ
とを目標にする。

授業形態 講義： 〇 演習： △ 実習： 実技： ※　主たる形態：○　　その他：△

実施年度 2023年度 実施時期 前期 担当者実務経験 韓国語教師資格取得者

科目名 韓国語 語彙・文法ⅠA

科目名（英） Korean Vocabularies and GrammarⅠA

単位数 4単位 時間数 60時間 担当者 LANGS株式会社
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履修上の注意 出席が20回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

50%小テスト ◎ 〇

評価割合

定期試験 ◎ ◎ 50%

第16課【2】(公共場所2)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

(1)定期試験(筆記)を実施する。
(２)一つの課が終わって次の時間に小テスト（筆記）を実施する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

第15課【1】(旅行)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第15課【2】(旅行地)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第16課【1】(公共場所1)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

第14課【2】(季節)
授業の前に該当範囲の語彙を学習しておくこと（１時間）

授業計画
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履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

50%発表 ◎ 〇

評価方法

定期試験 ◎ ◎ 50%

知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

(1)定期試験（口述）を実施する。（2）発表を数回実施する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報

第16課　案内放送・規則

評価割合

第13課　パーティー

第14課　天気

第15課　旅行

第12課　趣味

第7課　交通・道探し

第8課　週末活動

第9課　約束

学習目標
（到達目標）

目標

日常生活で使える簡単な会話を聞いて理解できる。

日常生活で使える簡単な会話ができる。

第4課　計画

第5課　電話

第6課　買い物

テキスト・教材
参考図書

ランス韓国語1 A, B

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

第1課～第２課　自己紹介・国籍と職業、教室の物

第3課　物の位置

第10課　場所

第11課　注文・味

対象学科・学年 グローバルコミュニケーション科 (韓国語コミュニケーションコース) 1年

授業概要 学校や家庭など、日常会話に対応できる韓国語の会話・聴解力の向上を目指す。

授業形態 講義： 〇 演習： △ 実習： 実技： ※　主たる形態：○　　その他：△

実施年度 2023年度 実施時期 前期 担当者実務経験 韓国語教師資格取得者

科目名 韓国語 会話・聴解ⅠA

科目名（英） Speaking and Listening Skills in KoreanⅠA

単位数 2単位 時間数 30時間 担当者 LANGS株式会社
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履修上の注意
出席が6回に満たない場合は単位を与えない。
グループディスカッションなどクラスメイトとの活動を含むため、積極性と協調性が求められる。

評価方法

(1)最終授業でこの授業で学んだこと、感じたこと等をレポートにまとめて提出すること。
(2)調べ学習や感想文等の課題を課します。必ず提出すること。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

最終レポート ◎

提出物 ◎ ◎ 30%

※　主たる形態：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： 実技：

韓国基礎知識(2) 与えられた予習・復習を必ず行うこと。

韓国基礎知識(3) 与えられた予習・復習を必ず行うこと。

韓国基礎知識(4) 与えられた予習・復習を必ず行うこと。

韓国文化 与えられた予習・復習を必ず行うこと。

科目名 現代韓国事情

科目名（英） Contemporary Korean Society

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

外務省HP（各国・地域情勢）、韓国観光公社HP、駐日韓国文化院HP、映画「国際市場で逢いましょう」　他

対象学科・学年 グローバルコミュニケーション科 (韓国語コミュニケーションコース) 1年

授業概要
韓国に関する基礎知識、文化、社会問題を取り扱い、世界でブームが起きている韓国のエンターテインメ
ントに留まらず、より幅広い知識を習得する。また、東アジアの隣国として日韓が共通に抱える課題（環
境、少子高齢化など）について学習し、共に今後の東アジアを牽引する次世代の見識を広げる。

学習目標
（到達目標）

現代韓国が抱える課題 与えられた予習・復習を必ず行うこと。

日本と韓国が抱える共通課題 与えられた予習・復習を必ず行うこと。

日韓交流・協力　最終レポート 与えられた予習・復習を必ず行うこと。

目標

韓国に関する基礎知識を説明することができる。

現代韓国が抱える社会課題についてリサーチし、説明することができる。

現代の日本と韓国が抱える社会課題についてリサーチし、説明することができる。

グループディスカッションで自分の役割を果たし、意欲的に参加することができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション/韓国基礎知識(1)

担当者実務経験

岡本　彩

外国人留学生支援企業にて
留学生の支援業務

1単位

2023年度

時間数

実施時期

15時間

前期

70%
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Part5対策 　ボキャブラリー 　関係代名詞 　リスニング対策

Part5対策 　ボキャブラリー 　関係副詞

Part7対策 　ボキャブラリー 　文法（仮定法） 　リスニング対策

Part7対策 　ボキャブラリー 　文法（仮定法）

Part7対策 　ボキャブラリー 　文法（話法） 　リスニング対策

Reading　part5対策 　ボキャブラリー

Reading Part5対策 　ボキャブラリー 　リスニングPart1.2対策

Reading対策 　ボキャブラリー 　Skimming 　Scanning

科目名 TOEIC対策ⅠA

科目名（英） TOEIC Test Strategies ⅠA

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

新TOEICテスト書き込みドリルボキャブラリー編、リスニング編、Basic Reading Strategies for the TOEIC TEST
他

Part5対策 ボキャブラリー 形容詞、副詞、比較級、最上級
リスニング対策

対象学科・学年 エアライン科　エアポート科(1年課程)　グローバルコミュニケーション科　ホテル・リゾート科　１年

授業概要

国際化が進む社会の専門性として、日常英会話にとどまらず、より専門的な分野で通用する高いレベルの情
報処理能力を念頭に業務を行うことが求められている。限られた時間の中で正確、かつ迅速に対応し、社会で
必要とされる英語力に見合った力をつけることが重要である。この授業では、英語運用能力を測る代表的な資
格であるTOEIC700点以上スコア取得を目指し、問題演習を通して英語の４技能を伸ばしていく。

学習目標
（到達目標）

Part5対策 　ボキャブラリー 　代名詞
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。

Part5対策 ボキャブラリー 形容詞、副詞 リスニング対策
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。

Part5対策 　ボキャブラリー 　冠詞、序数
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。

Part5対策 　ボキャブラリー 　比較級 　リスニング対策

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。

Part5対策 　ボキャブラリー 　不定詞、動名詞 　リスニング対策
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。

Part5対策 　ボキャブラリー 　不定詞、動名詞、分詞
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。

定期試験

Part5対策 　ボキャブラリー 　最上級

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。

Part5対策 　ボキャブラリー 　不定詞、動名詞

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。

和田　菜穂

外資系航空会社にて客室乗務員として勤務

3単位

2023年度

時間数

実施時期

45時間

前期

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。

授業項目・内容 授業外学修指示

レベル分けテスト

実習： 実技：

ＴＯＥＩＣ学習目標と出題形式、解法のテクニック、Part5対策、ボキャブラリー、
WORD FORM（品詞、派生語）

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。

Part5対策、ボキャブラリー、前置詞、リスニング対策
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。

目標

社会性のある内容の文章を理解することができる。（読む）
・自分の仕事に関連した日常業務のやりかたについての説明を理解できる。
・次回ミーティングが、いつ、どこで行われるかについての説明を理解できる。

社会性のある内容を聞いて理解することができる。（聞く）
・留守電のメッセージを聞き、相手の用件や電話番号等が聞き取れる。
・入国管理官に、滞在場所、期間、旅の目的を英語で聞かれた時、質問が理解できる。

Part5対策 　ボキャブラリー 　動詞、助動詞 　リスニング対策
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。

※　主たる形態：○　　その他：△講義： 〇 演習： △

担当者実務経験

Part5対策 　ボキャブラリー 　接続詞 　前置詞
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。



麻生外語観光＆ブライダル専門学校　シラバス

10%

○

30%

◎ ○ ○

履修上の注意 出席が16回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。
(2)ＴＯＥＩＣを学期末に実施する。
評価方法は700点取得で100％、650点取得で95％、550点取得で90％とし以下も取得点数により評価に反映する。
(3）単語テストを20回実施し、評価とする。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

ＴＯＥＩＣ（IP） ◎ ○

単語テスト

60%



麻生外語観光＆ブライダル専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

英検模擬試験　問題1　筆記

英検模擬試験　問題1　リスニング　解答＆解説大問1

英検模擬試験　問題1　解答＆解説大問1、2

英検模擬試験　問題1　解答＆解説大問3

英検模擬試験　問題1　解答＆解説大問3

英検模擬試験　問題1　モデルライティング練習

英検本試験解説①

英検本試験解説②

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

岡本　彩

外国人留学生支援企業にて
留学生の支援業務

3単位

2023年度

時間数

実施時期

45時間

前期

英検リーディング（長文の内容一致選択）、リスニング

講義： 〇 演習： △

目標

説明、評論、物語、随筆などについて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえることが
できる。（読む）

社会性のある話題について自分の意見を簡潔にまとめて、100文字程度の英文を書くことができ
る。（書く）

事物に関する紹介や報告、対話や討論などを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点
をとらえることができる。（聞く）

与えられた話題について即興で話したり、聞き手や目的に応じて簡潔に話すことができる。また、
説明や物語などを読んで、情報や考えなどを理解し、概要や要点をとらえることができる。（話す）

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

授業項目・内容 授業外学修指示

レベルチェックテスト

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検ライティング、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

試験対策

試験

科目名 英語検定2級対策ⅠA

科目名（英） EIKEN Test Strategies ⅠA

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

英検過去問題集

英検ライティング、リスニング

対象学科・学年 エアライン科　エアポート科(1年課程)　グローバルコミュニケーション科　ホテル・リゾート科 1年

授業概要
国際化および情報化社会において、英語による情報や考えを理解し要点をとらえることや、英語で発信す
ることは大変重要である。この授業では、社会で必要とされる実践的英語力の養成と実用英語技能検定2
級合格、またTOEICスコア100点アップを目指す。

学習目標
（到達目標）

英検リーディング（長文の語句空所補充）、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（長文の語句空所補充）、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（長文の内容一致選択）、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

担当者実務経験

英検リーディング（長文の内容一致選択）、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検ライティング、リスニング

※　主たる形態：○　　その他：△実習： 実技：

オリエンテーション、英作文、音読、ディクテーション
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（短文の語句空所補充）、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（短文の語句空所補充）、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（短文の語句空所補充）、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと
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○ 60%

履修上の注意 出席が16回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。
(2）小テストを実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

小テスト ◎ ○ 40%
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

英検本試験解説 予習、復習を行って授業に臨むこと。

予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検対策　大問2（会話文の語句空所補充）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検模擬試験 予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検模擬試験 予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検模擬試験 予習、復習を行って授業に臨むこと。

予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング

予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検対策　大問2（会話文の語句空所補充）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検対策　大問3（長文の語句空所補充）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検対策　大問4（長文の内容一致選択）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング

予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検本試験解説 予習、復習を行って授業に臨むこと。

後期まとめ 予習、復習を行って授業に臨むこと。

授業内正試験 予習、復習を行って授業に臨むこと。

予習、復習を行って授業に臨むこと。

科目名 英語検定準2級対策ⅠA 

科目名（英） EIKEN Test Strategies ⅠA

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

英語検定準2級過去問

英検対策　大問4（長文の内容一致選択）、リスニング

対象学科・学年 エアライン科　エアポート科(1年課程)　グローバルコミュニケーション科　ホテル・リゾート科 1年

授業概要
国際化および情報化社会において、英語による情報や考えを理解し要点をとらえることや、英語で発信することは大
変重要である。この授業では、社会で必要とされる実践的英語力の養成と実用英語技能検定準2級合格を目指す。

学習目標
（到達目標）

※　主たる形態：○　　その他：△

英検対策　大問3（長文の語句空所補充）、リスニング

予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング

社会性のある話題について自分の意見を簡潔にまとめて、60語程度の英文を書くことができる。（書
く）

担当者実務経験

中山　久豪

塾講師、英語講師

3単位

2023年度

時間数

実施時期

45時間

前期

△

授業項目・内容 授業外学修指示

プレイスメントテスト

実習：

英検対策　大問1（短文の語句空所補充）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

実技：

オリエンテーション 予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検対策　大問1（短文の語句空所補充）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検対策　大問1（短文の語句空所補充）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

目標

説明、評論、物語、随筆などについて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえることがで
きる。（読む）

講義： 〇 演習：

電話や対面の会話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえることができる。
（聞く）

与えられた話題について即興で話したり、聞き手や目的に応じて簡潔に話すことができる。また、短い
文章を読んで、情報や考えなどを理解し，概要や要点をとらえることができる。（話す）
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〇 60%

履修上の注意 出席が16回に満たない場合は、単位を与えない。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。
(2)小テストを実施する。
以上を下記の観点、割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

小テスト ◎ 〇 40%
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

Reading Part7対策　リスニングPart3対策

Reading Part7対策　リスニングPart4対策

Reading Part7対策　リスニングPart4対策

Reading Part7対策　リスニングPart4対策

Reading Part7対策　リスニングPart4対策

Reading Part7対策　リスニングPart4対策

Reading Part7対策　リスニングPart4対策

Reading Part7対策　リスニングPart4対策

科目名 TOEIC対策ⅠB

科目名（英） TOEIC Test Strategies ⅠＢ

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

新TOEICテスト書き込みドリルボキャブラリー編、リスニング編、Basic Reading Strategies for the TOEIC TEST
他

Reading Part7対策　リスニングPart3対策

対象学科・学年 エアライン科　エアポート科(1年課程)　グローバルコミュニケーション科 1年

授業概要

国際化が進む社会の専門性として、日常英会話にとどまらず、より専門的な分野で通用する高いレベルの情
報処理能力を念頭に業務を行うことが求められている。限られた時間の中で正確、かつ迅速に対応し、社会で
必要とされる英語力に見合った力をつけることが重要である。この授業では、英語運用能力を測る代表的な資
格であるTOEIC700点以上スコア取得を目指し、問題演習を通して英語の４技能を伸ばしていく。

学習目標
（到達目標）

Reading Part6対策　リスニングPart1.2対策
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

Reading Part6対策　リスニングPart1.2対策
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

Reading Part6対策　リスニングPart1.2対策
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

Reading Part6対策　リスニングPart1.2対策

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

Reading Part7対策　リスニングPart3対策
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

Reading Part7対策　リスニングPart3対策
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

定期試験対策　学期総括
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

Reading Part7対策　リスニングPart3対策

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

Reading Part7対策　リスニングPart3対策

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

和田　菜穂

外資系航空会社にて客室乗務員として勤務

3単位

2023年度

時間数

実施時期

45時間

前期

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

授業項目・内容 授業外学修指示

Reading Part5対策　リスニングPart1.2対策

実習： 実技：

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

Reading Part5対策　リスニングPart1.2対策
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

Reading Part5対策　リスニングPart1.2対策
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

目標

社会性のある内容の文章を理解することができる。（読む）
・自分の仕事に関連した日常業務のやりかたについての説明を理解できる。
・次回ミーティングが、いつ、どこで行われるかについての説明を理解できる。

社会性のある内容を聞いて理解することができる。（聞く）
・留守電のメッセージを聞き、相手の用件や電話番号等が聞き取れる。
・入国管理官に、滞在場所、期間、旅の目的を英語で聞かれた時、質問が理解できる。

Reading Part6対策　リスニングPart1.2対策
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。

※　主たる形態：○　　その他：△講義： 〇 演習： △

担当者実務経験

Reading Part5対策 　リスニングPart1.2対策
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。間
違った箇所のやり直しを徹底的に行うこと。



麻生外語観光＆ブライダル専門学校　シラバス

10%

○

30%

◎ ○ ○

履修上の注意 出席が16回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。
(2)ＴＯＥＩＣを学期末に実施する。
評価方法は700点取得で100％、650点取得で95％、550点取得で90％とし以下も取得点数により評価に反映する。
(3）単語テストを20回実施し、評価とする。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

ＴＯＥＩＣ（IP） ◎ ○

単語テスト

60%



麻生外語観光＆ブライダル専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

科目名 英語検定2級対策ⅠB

科目名（英） EIKEN Test Strategies ⅠB

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

英検過去問題集、TOEIC L&Rテスト公式問題集

英検リーディング（短文の語句空所補充）、リスニング

対象学科・学年 エアライン科　エアポート科(1年課程)　グローバルコミュニケーション科 1年

授業概要
国際化および情報化社会において、英語による情報や考えを理解し要点をとらえることや、英語で発信す
ることは大変重要である。この授業では、社会で必要とされる実践的英語力の養成と実用英語技能検定2
級合格、またTOEICスコア100点アップを目指す。

学習目標
（到達目標）

TOEIC　語彙、Part5、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

TOEIC　語彙、Part5、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

TOEIC　語彙、Part5、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

目標

説明、評論、物語、随筆などについて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえることが
できる。（読む）

社会性のある話題について自分の意見を簡潔にまとめて、100文字程度の英文を書くことができ
る。（書く）

事物に関する紹介や報告、対話や討論などを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点
をとらえることができる。（聞く）

与えられた話題について即興で話したり、聞き手や目的に応じて簡潔に話すことができる。また、
説明や物語などを読んで、情報や考えなどを理解し、概要や要点をとらえることができる。（話す）

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

授業項目・内容 授業外学修指示

TOEICテスト概要説明　TOEIC Part5

英検リーディング（短文の語句空所補充）、リスニング

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（短文の語句空所補充）、リスニング

TOEIC　語彙、Part5、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

TOEIC　語彙、Part5、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

TOEIC　語彙、Part5、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

オリエンテーション、英作文、音読、ディクテーション

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

担当者実務経験

岡本　彩

外国人留学生支援企業にて
留学生の支援業務

3単位

2023年度

時間数

実施時期

45時間

前期

前期のまとめ

英検二次対策　スピーキング／英検筆記対策（過去問題）

英検二次対策　スピーキング／英検筆記対策（過去問題）

英検リーディング（長文の語句空所補充）、リスニング

英検リーディング（長文の語句空所補充）、リスニング

英検リーディング（長文の内容一致選択）、リスニング

英検リーディング（長文の内容一致選択）、リスニング

英検リーディング（長文の内容一致選択）、リスニング

英検リーディング（長文の内容一致選択）、リスニング

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

〇 演習： △

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（長文の語句空所補充）、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（長文の内容一致選択）、リスニング

実習： 実技：

TOEIC　語彙、Part5、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

※　主たる形態：○　　その他：△講義：



麻生外語観光＆ブライダル専門学校　シラバス

履修上の注意 出席が16回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。
(2）小テストを実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

小テスト ◎ ○ 40%

○ 60%



麻生外語観光＆ブライダル専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

対象学科・学年 エアライン科　エアポート科(1年課程)　グローバルコミュニケーション科 1年

授業概要
国際化および情報化社会において、英語による情報や考えを理解し要点をとらえることや、英語で発信
することは大変重要である。この授業では、社会で必要とされる実践的英語力の養成と実用英語技能検
定準2級合格、またTOEICスコア100点アップを目指す。

学習目標
（到達目標）

英検対策　大問3（長文の語句空所補充）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング

TOEIC Part5、リスニング(Part2,3,4,) 予習、復習を行って授業に臨むこと。

TOEIC Part5、リスニング(Part2,3,4,) 予習、復習を行って授業に臨むこと。

TOEIC Part5、リスニング(Part2,3,4,) 予習、復習を行って授業に臨むこと。

TOEIC Part5、リスニング(Part2,3,4,) 予習、復習を行って授業に臨むこと。

TOEIC Part5、リスニング(Part2,3,4,)

科目名 英語検定準2級対策ⅠB 

科目名（英） EIKEN Test Strategies ⅠB

単位数 担当者

実施年度 担当者実務経験

中山　久豪

塾講師、英語講師

3単位

2023年度

時間数

実施時期

45時間

前期

予習、復習を行って授業に臨むこと。

予習、復習を行って授業に臨むこと。

まとめ 予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検対策　大問1（短文の語句空所補充）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

TOEIC Part5、リスニング(Part2,3,4,)

英検対策　大問4（長文の内容一致選択）、リスニング

予習、復習を行って授業に臨むこと。

授業形態

授業計画

実習：

英検対策　大問2（会話文の語句空所補充）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

実技：

英検対策　大問1（短文の語句空所補充）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

英検対策　大問2（会話文の語句空所補充）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

TOEIC Part5、リスニング(Part2,3,4,) 予習、復習を行って授業に臨むこと。

テキスト・教材
参考図書

英語検定準2級過去問

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング

英検対策　大問4（長文の内容一致選択）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

予習、復習を行って授業に臨むこと。

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション

目標

説明、評論、物語、随筆などについて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえること
ができる。（読む）

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

TOEICテスト概要説明　TOEIC Part5 予習、復習を行って授業に臨むこと。

予習、復習を行って授業に臨むこと。

TOEIC Part5、リスニング(Part2,3,4,)

英検対策　大問3（長文の語句空所補充）、リスニング 予習、復習を行って授業に臨むこと。

講義： 〇 演習： △

社会性のある話題について自分の意見を簡潔にまとめて、60語程度の英文を書くことができる。
（書く）

電話や対面の会話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえることがで
きる。（聞く）

与えられた話題について即興で話したり、聞き手や目的に応じて簡潔に話すことができる。また、
短い文章を読んで、情報や考えなどを理解し，概要や要点をとらえることができる。（話す）

※　主たる形態：○　　その他：△



麻生外語観光＆ブライダル専門学校　シラバス

履修上の注意 出席が16回に満たない場合は、単位を与えない。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。
(2)小テストを実施する。
以上を下記の観点、割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

小テスト ◎ 〇 40%

60%〇
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

助動詞②

助動詞③

形容詞・副詞①

形容詞・副詞②

時制①

時制②

時制③

時制④

時制⑤

助動詞①

担当者実務経験

岡本　彩

外国人留学生支援企業にて
留学生の支援業務

4単位

2023年度

時間数

実施時期

60時間

前期

目標

品詞の役割と英文構造を理解することができる。

文型ごとの動詞を使って、文を作ることができる。

正しい品詞と文型、また時制を使用し、単文、重文、複文を作ることができる。

英語の時制を理解し、身の回りの出来事を表現できる。

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション、品詞概要、文中での役割

品詞と文型　第2文型
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第5文型

科目名 総合英語ⅠA

科目名（英） General English ⅠA

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

高校英文法をひとつひとつわかりやすく
基礎からのジャンプアップノート英文法演習ドリル

品詞と文型　第5文型

対象学科・学年 エアライン科　グローバルコミュニケーション科 1年

授業概要
英語を単語でなくセンテンスで表現するためには、品詞と5文型の理解が必須である。英語を作るルール
（英文法）の基本となる品詞と5文型を平易な切り口で学び直し、なぜそのルールとなるのかを理解する。
品詞確認テストと項目別の演習問題を解くことにより、適切な英文を作成できるようになる。

学習目標
（到達目標）

品詞と文型　第1文型
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第1文型、第4文型
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第4文型と第3文型
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

※　主たる形態：○　　その他：△実習： 実技：講義： ○ 演習： △

品詞と文型　第2文型
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第3文型
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第3文型
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第5文型
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

5文型を使って自己紹介文作成
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと
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23

24

25

26

27

28

29

30

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

60%

前期まとめ
前回までの復習を行って授業に臨むこと

形容詞・副詞③

名詞・冠詞①

名詞・冠詞②

代名詞①

代名詞②

小テスト

授業計画

履修上の注意 出席が20回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。
(2)学内でTOEIC (IP)を実施する。700点以上を100点、650点以上を95点、550点以上を90点、500点以上を85
点、470点以上を80点、465点～405点を75点以下、400点未満を点70点以下とする。
(3) 授業内で小テストを実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

TOEIC (IPテスト) ◎ ○

◎ ○

20%

20%

○

代名詞③
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前置詞
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

３つの構成単位：語・句・節 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

句と節の対処法：句・節の「範囲」を把握し、（　　）でくくる 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

なぜ５文型の把握が大切なのか？②

文型ごとの動詞を使って、文を作ることができる。

正しい品詞と文型、また時制を使用し、単文、重文、複文を作ることができる。

不定詞と動名詞を使い分けることができる。

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション、品詞概要、文中での役割

品詞と文型　第5文型②

なぜ５文型の把握が大切なのか③

担当者実務経験

野々村　賢一

英語講師22年

4単位

2023年度

時間数

実施時期

60時間

前期

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

※　主たる形態：○　　その他：△実習： 実技：

目標

品詞の役割と英文構造を理解し、説明することができる。

5文型を使って自己紹介文30文作成 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

科目名 総合英語ⅠA

科目名（英） General English ⅠA

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

オリジナルプリント

なぜ５文型の把握が大切なのか①英語が複雑になる３大理由①修飾語

対象学科・学年 エアライン科　グローバルコミュニケーション科 1年

授業概要
英語を単語でなくセンテンスで表現するためには、品詞と5文型の理解が必須である。英語を作るルール（英
文法）の基本となる品詞と5文型を平易な切り口で学び直し、なぜそのルールとなるのかを理解する。品詞確
認テストと項目別の演習問題を解くことにより、適切な英文を作成できるようになる。

学習目標
（到達目標）

品詞と文型　第1文型、第4文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第4文型と第3文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第5文型① 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

読解問題②

準動詞の概要：To V とing

不定詞の名詞的用法：問題と読解

不定詞の形容詞的用法：問題と読解

不定詞の副詞的用法：問題と読解

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

ingの用法①動名詞の概要説明

ingの用法①動名詞の文法問題と読解

ingの用法②分詞の概要説明

句・節の「役割」を特定する

読解問題①

品詞と文型　第2文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第2文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第3文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第1文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

講義： ○ 演習： △
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26

27

28

29

30

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

小テスト

授業計画

20%

○

20%

60%

まとめ② 前回までの復習を行って授業に臨むこと

◎ ○

まとめ①

関係代名詞と関係副詞の使い分け・文法問題・読解

関係代名詞の概要説明

関係副詞の概要説明

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

履修上の注意 　出席が20回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。
(2)学内でTOEIC (IP)を実施する。700点以上を100点、650点以上を95点、550点以上を90点、500点以上を85点、
470点以上を80点、465点～405点を75点以下、400点未満を点70点以下とする。
(3) 小テストを実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

TOEIC (IPテスト) ◎ ○
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

授業計画

その6 動名詞 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

その6 動名詞 つづき｜復習 その6 動名詞 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

復習 その4 受動態 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

その5 不定詞 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

その5 不定詞 つづき 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

復習 その5 不定詞 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

復習 その5 不定詞 つづき 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

その3 助動詞 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

その3 助動詞 つづき

実習： 実技：

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

授業項目・内容 授業外学修指示

レベルチェックテスト

品詞の役割と英文構造を理解することができる。

5文型を使い分けることができる。

正しい品詞と文型、また時制を使用し、単文、重文、複文を作ることができる。

不定詞と動名詞を使い分けることができる。

※　主たる形態：○　　その他：△講義： ○ 演習： △

その1 時制 つづき

自己紹介／5文型とは／第二文型 導入 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

第三文型、第一文型 導入 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

その2 完了形 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

復習 その1 時制・その2 完了形 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

本番前復習 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

科目名 総合英語ⅠA

科目名（英） General English ⅠA

単位数 担当者

実施年度

授業形態

テキスト・教材
参考図書

オリジナル学習プリント

その2 完了形 つづき

対象学科・学年 エアライン科　グローバルコミュニケーション科 1年

授業概要
英語を単語でなくセンテンスで表現するためには、品詞と5文型の理解が必須である。英語を作るルール（英
文法）の基本となる品詞と5文型を平易な切り口で学び直し、なぜそのルールとなるのかを理解する。品詞確
認テストと項目別の演習問題を解くことにより、適切な英文を作成できるようになる。

学習目標
（到達目標）

第三文型、第一文型 復習 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

第四文型、第五文型 復習 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

その1 時制 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

目標

第四文型、第五文型 導入 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

第二文型 復習 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

復習 その3 助動詞 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

その4 受動態 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

その4 受動態 つづき

担当者実務経験

大久保　舞

航空会社にて客室乗務員として勤務

4単位

2023年度

時間数

実施時期

60時間

前期
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27

28

29

30

授業計画

復習 その6 動名詞 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

問題演習 その1 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

期末テスト前復習 前回の復習を行って授業に臨むこと

履修上の注意 出席が20回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1) 定期試験 (筆記) を実施する。
(2) 学内でTOEIC (IP) 検定試験を実施。
700点以上を100点、650点以上を95点、550点以上を90点、500点以上を85点、470点以上を80点、465点～405点を75
点以下、400点未満を70点以下とする。
(3) 小テストを6回実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S (90点以上)・A (80点以上)・B (70点以上)・C (60点以上) ・D (59点以下) とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

TOEIC (IPテスト) ◎ 〇

60%

20%

問題演習 その2 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

◎ 〇 20%

〇

小テスト

前回の復習を行って授業に臨むこと期末テスト前復習
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

講義： ○ 演習： △

授業計画

接続詞① 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

接続詞② 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

名詞・冠詞① 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

名詞・冠詞② 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

代名詞① 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

代名詞② 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前置詞

実習： 実技：

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション、品詞概要、文中での役割

品詞の役割と英文構造を理解することができる。

5文型を使い分けることができる。

正しい品詞と文型、また時制を使用し、単文、重文、複文を作ることができる。

不定詞と動名詞を使い分けることができる。

※　主たる形態：○　　その他：△

品詞と文型　第5文型②

品詞と文型　第2文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第2文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

5文型を使って自己紹介文30文作成 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

 時制② 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

 時制③ 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

科目名 総合英語ⅠA

科目名（英） General English ⅠA

単位数 担当者

実施年度

授業形態

テキスト・教材
参考図書

オリジナル学習プリント

 時制①

対象学科・学年 エアライン科　グローバルコミュニケーション科 1年

授業概要
英語を単語でなくセンテンスで表現するためには、品詞と5文型の理解が必須である。英語を作るルール（英
文法）の基本となる品詞と5文型を平易な切り口で学び直し、なぜそのルールとなるのかを理解する。品詞確
認テストと項目別の演習問題を解くことにより、適切な英文を作成できるようになる。

学習目標
（到達目標）

品詞と文型　第1文型、第4文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第4文型と第3文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第5文型① 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

目標

品詞と文型　第3文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と文型　第1文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

形容詞・副詞① 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

形容詞・副詞② 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

形容詞・副詞③

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

助動詞① 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

助動詞②

担当者実務経験

若松　昌枝4単位

2023年度

時間数

実施時期

60時間

前期
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27

28

29

30

授業計画

不定詞① 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

不定詞② 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

動名詞② 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

履修上の注意 出席が20回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1) 定期試験 (筆記) を実施する。
(2) 学内でTOEIC (IP) 検定試験を実施。
700点以上を100点、650点以上を95点、550点以上を90点、500点以上を85点、470点以上を80点、465点～405点を75
点以下、400点未満を70点以下とする。
(3) 小テストを6回実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S (90点以上)・A (80点以上)・B (70点以上)・C (60点以上) ・D (59点以下) とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

TOEIC (IPテスト) ◎ 〇

60%

20%

動名詞① 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

◎ 〇 20%

〇

小テスト

前回までの復習を行って授業に臨むこと前期まとめ
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

科目名 総合英語ⅠA

科目名（英） General English IA

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

総合英語プリント

第五文型

対象学科・学年 エアライン科　グローバルコミュニケーション科 1年

授業概要
英語を単語でなく文として理解するためには、品詞と五文型についての知識習得が必要である。英文を作る
ルール（英文法）の基本となる品詞と五文型を学び、ルールの理解を深める。また、名詞・動詞についての知
識を深め、より正確に自身の言いたいことを表現できるようになることを目標とする。

学習目標
（到達目標）

第二文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

第三文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

第三文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと完了形

完了形

助動詞

三人称単数現在の動詞

中山　久豪

塾講師、英語講師

4単位

2023年度

時間数

実施時期

60時間

前期

第四文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

第二文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

※　主たる形態：○　　その他：△実習： 実技：講義： ○ 演習：

目標

品詞の役割と英文構造を理解し、説明することができる。

文型ごとの動詞を使って、文を作ることができる。

正しい品詞と文型、また時制を使用し、単文、重文、複文を作ることができる。

担当者実務経験

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

第五文型

一般動詞とbe動詞

一般動詞とbe動詞

時制

時制

三人称単数現在の動詞

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

五文型まとめ 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

五文型まとめ 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

名詞と代名詞

名詞と代名詞

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英語で自己紹介文を書くことができる。

△

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

授業項目・内容 授業外学修指示

プレイスメントテスト 振り返り

第四文型

オリエンテーション、品詞と五文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

品詞と五文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

第一文型 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと
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30

履修上の注意
英単語の品詞がわかる辞書にアクセスできるようにすること。
また、出席が20回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1) 定期試験（筆記）を実施する。
(2) TOEIC (IP) 検定試験を4月、8月に実施する。
評価方法は700点以上取得で100％、650点以上で95％、550点以上で90％とする。それ以下も取得点数により評
価に反映する。
(3) 小テストを実施する
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S (90点以上)・A (80点以上)・B (70点以上) ・C (60点以上)・D (59点以下) とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

TOEIC (IP) 検定試験 ◎ 〇 20%

小テスト

授業計画

◎ 〇 〇 20%

〇

助動詞

態

態

自己紹介文 作成

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

60%

前期まとめ



麻生外語観光＆ブライダル専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

瀧口／合力／松藤／中山２単位

２０２３年度

時間数

実施時期

３０時間

前期

授業項目・内容 授業外学修指示

■第１回レベルチェックテスト

四則逆算、速度 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

■第２回レベルチェックテスト

10%

◎

四則逆算、組み合わせ

テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、集合、図表の読み取り テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、図表の読み取り テキストの該当部分の復習（０．５時間）

〇 80%

まとめ

四則逆算、組み合わせ

科目名 ＳＰＩ Ａ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

出席状況

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

オリジナルプリント

四則逆算、確率

対象学科・学年 グローバルコミュニケーション科 1年

授業概要
現在、航空業界をはじめ多くの企業でテストセンターやWEBテスト、ペーパーテスト等の適性検査が実施され
ており、制限時間内に正確な解答を導き出す力が求められているため、この授業ではSPI（非言語分野）の頻
出テーマを取り上げ、その解法を学ぶ。

学習目標
（到達目標）

四則逆算、速度 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

目標

SPI非言語分野頻出テーマの基本的な解き方を学び、覚える

各問題に対する基本的な解き方を理解した上で、応用問題にも活用できる

四則演算（玉手箱）問題を制限時間内に目標数解答することができる

テキストの該当部分の復習（０．５時間）

テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、確率、集合

※　主たる形態：○　　その他：△講義： 〇 演習： 実習： 実技：

科目概要説明、四則逆算、料金計算 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、金銭の貸借、損益計算 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、分割払い、損益計算 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、割合、分割払い テキストの該当部分の復習（０．５時間）

SPI非言語分野頻出テーマの基本的な解き方を説明することができる

テキストの該当部分の復習（０．５時間）

履修上の注意 出席が１０回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

（１）定期試験　（２）レベルチェックテスト　（３）出席状況
以上を、以下の観点・割合で評価をする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

レベルチェックテスト（２回の平均） ◎ 〇 10%

〇
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 出席が１０回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

（１）定期試験　（２）レベルチェックテスト　（３）出席状況
以上を、以下の観点・割合で評価をする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

レベルチェックテスト（２回の平均） ◎ 〇 10%

〇

テキストの該当部分の復習（０．５時間）

テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、確率、集合

※　主たる形態：○　　その他：△講義： 〇 演習： 実習： 実技：

科目概要説明、四則逆算、料金計算 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、金銭の貸借、損益計算 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、分割払い、損益計算 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、割合、分割払い テキストの該当部分の復習（０．５時間）

SPI非言語分野頻出テーマの基本的な解き方を説明することができる

科目名 ＳＰＩ Ｂ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

出席状況

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

オリジナルプリント

四則逆算、確率

対象学科・学年 グローバルコミュニケーション科 1年

授業概要
現在、航空業界をはじめ多くの企業でテストセンターやWEBテスト、ペーパーテスト等の適性検査が実施され
ており、制限時間内に正確な解答を導き出す力が求められているため、この授業ではSPI（非言語分野）の頻
出テーマを取り上げ、その解法を学ぶ。

学習目標
（到達目標）

四則逆算、速度 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

目標

SPI非言語分野頻出テーマの基本的な解き方を学び、覚える

各問題に対する基本的な解き方を理解した上で、応用問題にも活用できる

四則演算（玉手箱）問題を制限時間内に目標数解答することができる

テキストの該当部分の復習（０．５時間）

授業項目・内容 授業外学修指示

■第１回レベルチェックテスト

四則逆算、速度 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

■第２回レベルチェックテスト

10%

◎

四則逆算、組み合わせ

テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、集合、図表の読み取り テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、図表の読み取り テキストの該当部分の復習（０．５時間）

〇 80%

まとめ

四則逆算、組み合わせ

担当者実務経験

瀧口／合力／松藤／中山２単位

２０２３年度

時間数

実施時期

３０時間

前期
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 出席が１０回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

（１）定期試験　（２）レベルチェックテスト　（３）出席状況
以上を、以下の観点・割合で評価をする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

レベルチェックテスト（２回の平均） ◎ 〇 10%

〇

テキストの該当部分の復習（０．５時間）

テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、確率、集合

※　主たる形態：○　　その他：△講義： 〇 演習： 実習： 実技：

科目概要説明、四則逆算、料金計算 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、金銭の貸借、損益計算 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、分割払い、損益計算 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、割合、分割払い テキストの該当部分の復習（０．５時間）

SPI非言語分野頻出テーマの基本的な解き方を説明することができる

科目名 ＳＰＩ Ｃ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

出席状況

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

オリジナルプリント

四則逆算、確率

対象学科・学年 グローバルコミュニケーション科 1年

授業概要
現在、航空業界をはじめ多くの企業でテストセンターやWEBテスト、ペーパーテスト等の適性検査が実施され
ており、制限時間内に正確な解答を導き出す力が求められているため、この授業ではSPI（非言語分野）の頻
出テーマを取り上げ、その解法を学ぶ。

学習目標
（到達目標）

四則逆算、速度 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

目標

SPI非言語分野頻出テーマの基本的な解き方を学び、覚える

各問題に対する基本的な解き方を理解した上で、応用問題にも活用できる

四則演算（玉手箱）問題を制限時間内に目標数解答することができる

テキストの該当部分の復習（０．５時間）

授業項目・内容 授業外学修指示

■第１回レベルチェックテスト

四則逆算、速度 テキストの該当部分の復習（０．５時間）

■第２回レベルチェックテスト

10%

◎

四則逆算、組み合わせ

テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、集合、図表の読み取り テキストの該当部分の復習（０．５時間）

四則逆算、図表の読み取り テキストの該当部分の復習（０．５時間）

〇 80%

まとめ

四則逆算、組み合わせ

担当者実務経験

瀧口／合力／松藤／中山２単位

２０２３年度

時間数

実施時期

３０時間

前期
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

岡本　彩

外国人留学生支援企業にて
留学生の支援業務

1単位

2023年度

時間数

実施時期

15時間

前期

◎ 100%

目標

自ら考える、気づく。積極的に参加（話し合い、発表）する。日常生活で実践する。

授業項目・内容 授業外学修指示

グローバルシティズンを目指そう

科目名 GCBⅠ

科目名（英） Global Citizen BasicⅠ

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

グローバルシティズンベーシックⅠ感謝心と思いやりの教育（学生用テキスト）

対象学科・学年 グローバルコミュニケーション科 (韓国語コミュニケーションコース) １年

授業概要

自らの責任において行動できる積極性や、良好な人間関係を構築できるコミュニケーションなど、社会で
生き抜くうえでの“人間力”の根本は、自分の環境における感謝の気持ちにある。日常生活の中で「与えら
れることが普通」と思ってしまう“他者依存”から脱却し、周囲との協働を保ちつつ使命感を持って行動でき
る自立心を目指す。

学習目標
（到達目標）

グルーバルシティズンとしての日常
振返りレポートの作成

グルーバルシティズンとしての目標
振返りレポートの作成

グルーバルシティズンとしての「志」に向けて
振返りレポートの作成

※　主たる形態：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

振返りレポートの作成

「協働」の態度を持った学生生活
振返りレポートの作成

よりより人間関係の構築に向けて～ﾓﾗﾙ・ﾙｰﾙ・ﾏﾅｰの重要性
～

振返りレポートの作成

マナーの本質Ⅰ
振返りレポートの作成

マナーの本質Ⅱ
振返りレポートの作成

履修上の注意 出席が6回に満たない場合は、不合格となる。

評価方法

(1)レポートを8回実施する
(2)最後の授業で発表する。
　評価は合格「R」か不合格「D」のいずれかとなる。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

レポート作成・発表 〇
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇 〇

〇 〇

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 出席が6回に満たない場合は、単位を与えない。

評価方法

（１）前期中に1回作文を提出する。（２）その他提出物の期限を遵守する。（３）自分の考えを積極的に発言す
る。
以上を下記の観点・割合で評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

作文提出状況 〇

授業内での発言 〇 〇 〇 50%

※　主たる形態：○　　その他：△講義： △ 演習： 〇 実習： 実技：

目標設定・クラス内での自身の役割について
目標を考えてくること

語学学習の重要性、E-LearningなどITを使った学習と就職活
動

進路について考えよう①（就職環境と進学）

進路について考えよう②（学生と社会人の違いとは？）

科目名 キャリアデザインⅠA

科目名（英） Career DesignⅠA

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

特になし

対象学科・学年 グローバルコミュニケーション科 (韓国語コミュニケーションコース) １年

授業概要
麻生塾の規則を知る。学科の特性を知る。団体行動の際、自らの責任において行動できる積極性や、良
好な人間関係を構築できるコミュニケーション力などを養う。クラス運営に必要な役割を理解し、役割を担
う。　必要に応じて話し合いをし、自治を行う。就職に必要な準備をする。

学習目標
（到達目標）

自己分析とキャリアプランニング①（自分史の作成）
ターニングポイントを列挙すること。

自己分析とキャリアプランニング②（10年後の自分について考える）
将来の姿を具体的に箇条書きにすること。

前期の振り返り・夏休みの過ごし方について

目標

自身で目標を設定し、達成に向けた行動を心がけることができる。

就職活動準備に向けて、自ら情報集を行い、希望職種についての理解を深める。

提出期限を遵守することができる。

クラスで方向性を共有し、協調性を深めることができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

学則について～ルールとマナーとは

〇

担当者実務経験

岡本　彩

外国人留学生支援企業にて
留学生の支援業務

1単位

2023年度

時間数

実施時期

15時間

前期

〇 50%
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

タイピング練習、ワークシートやブックの作成と管理（2）

タイピング練習、ワークシートやブックの作成と管理（3）

タイピング練習、ワークシートやブックの作成と管理（4）

タイピング練習、ワークシートやブックの作成と管理（5）

※　主たる形態：○　　その他：△講義： △ 演習： 〇 実習： 実技：

科目名 MOS演習ⅠA

科目名（英） MOSⅠA （Excel)

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

FOM出版　MOS Excel 2019　対策テキスト＆問題集

タイピング練習、テーブルの作成（1）

対象学科・学年 グローバルコミュニケーション科 (韓国語コミュニケーションコース) 1年

授業概要
タイピング練習にて、正確で速いタイピング技術を身につける。
Excelの基本操作を学び、ビジネスで活用できる表やグラフ作成などを練習する。
また、MOS Excel対策問題の演習を通じて、応用力を養い、MOSの合格を目指す。

学習目標
（到達目標）

タイピング練習、ワークシートやブックの作成と管理（6）

タイピング練習、セルやセル範囲の作成（1）

タイピング練習、セルやセル範囲の作成（2）

目標

正確で速いタイピングができる。

ワークシートやブックの作成と管理ができる。

セルやセル範囲のデータの管理、テーブルの作成ができる。

数式や関数を使用した演算の実行ができる。

グラフやオブジェクトの作成ができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

タイピング練習、ワークシートやブックの作成と管理（1）

タイピング練習、セルやセル範囲の作成（3）

タイピング練習、テーブルの作成（3）

タイピング練習、セルやセル範囲の作成（4）

タイピング練習、テーブルの作成（2）

タイピング練習、数式や関数を使用した演算の実行（3）

タイピング練習、数式や関数を使用した演算の実行（4）

タイピング練習、グラフやオブジェクトの作成（1）

タイピング練習、グラフやオブジェクトの作成（2）

タイピング練習、グラフやオブジェクトの作成（3）

タイピング練習、グラフやオブジェクトの作成（4）

担当者実務経験

宮原　裕花

コンピューター会社にてPCインストラクター
として勤務

4単位

2023年度

時間数

実施時期

60時間

前期

模擬問題（１）

模擬問題（２）

模擬問題（３）

タイピング練習、テーブルの作成（4）

タイピング練習、数式や関数を使用した演算の実行（1）

タイピング練習、数式や関数を使用した演算の実行（2）
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26

27

28

29

30

履修上の注意 PC教室の整理・整頓に留意すること。

評価方法

（1）タイピング速度の記録を取る。（2）テキスト、各章ごとの確認テストを行う。（3）検定試験（MOS)を実施する。
以上を下記の観点･割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

検定試験（MOS） 〇

確認テスト ○ ◎ 〇 20%

タイピング技能

授業計画

◎

模擬問題（７）

〇 50%

模擬問題（８）

30%

◎

模擬問題（４）

模擬問題（５）

模擬問題（６）


